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２０２５（令和７）年度 事業報告 

社会福祉法人 ふくちやま福祉会 

≪１≫ はじめに 

いま、世界も日本も、とても大きな激動の渦の中にあります。 私たちが目指す福祉の根幹は、「誰もが平

和に、命と人権を守られて暮らせる社会」をつくることです。しかし現在、私たちの足元では、その当たり

前の暮らしや大切な土台が激しく揺さぶられています。 

 

１．国際情勢（遠い国同士の戦争が、私たちの生活を直撃している） 

世界に目を向けると、胸の痛むニュースが続いています。ロシアによるウクライナ侵攻は４年を超えて長

期化し、中東でも緊迫した状態が続き、米国とイランの軍事衝突へと発展し、それぞれの地域で多くの尊い

命が失われています。イラン情勢は、現時点では一定期間の停戦中ですが予断を許さない状況です。 

米ニューヨークのマムダニ市長は、次のように語って自国を強く批判しました。 

「イランへの爆撃に１日７９０億円ものお金を使うなら、そのお金でどれだけの住宅や道路を直すこ

とができるか想像してほしい。戦争のためのお金はあるのに、どうして貧しい人たちを食べさせる

お金はないのだろうか」 

この言葉は、決して遠い国の話ではありません。中東の混乱による原油や天然ガスの高騰は、私たちの生

活を直撃しています。ガソリン代だけでなく、食品トレー、衣料品、さらには医療現場の注射器や点滴バッ

グ、家を建てるための資材まであらゆる物価が跳ね上がっています。さらに、化学肥料の不足は日本の農業

にも打撃を与える可能性があると言われており、食料自給率が３８％しかない日本では、今後、食品の値上

げが続いていくと見られています。これらによる一般的な家計の負担は、年間で約５万円も増える試算です。 

 

２．国内情勢（軍備への傾斜へ向かおうとする政府の動きと、平和を願う国民の声） 

こうした国際情勢の緊張を背景に、日本の政治も大きく動き出しています。２６年の衆議院選挙を経て、

国会では改憲勢力が３分の２を超え、高市首相による改憲発議への動きが現実味を帯びてきました。 

防衛費については、これまでの「ＧＤＰ比１％」という枠が撤廃されて2％となり、さらに次は「３．５％

（２４兆円）～５％（３４兆円）」へ膨らませる検討が進んでいます。外国を攻撃できる長射程ミサイルの

配備や、殺傷能力のある武器の輸出容認、さらには自衛官不足を補うために地方公務員などを動員できるよ

うにする法案（予備自衛官等兼務特例法案）まで浮上しています。また、「国家情報会議設置法」による市

民監視への懸念や、有事を想定した「シェルター」の確保の方針も決まりました。まさに、ニューヨーク市

長が指摘した「福祉よりも軍備へ」という歪んだ構図が、日本でも起きようとしています。 

こうした動きに対し、被爆地をはじめ全国で怒りや不安の声が上がっています。同時に、「憲法を守り、

命と暮らしを大切にしよう」という運動も広がっており、５月の憲法記念日には、全国４７都道府県で９万

５千人もの人々が声を上げました。 

自民党の元幹事長である古賀誠氏も、インタビューで次のように語っています。 

「戦後８０年もの間、日本がアメリカの戦争に巻き込まれずに平和を保てたのは、憲法９条があっ

たからです。9 条には世界を平和にする力があり、まさに世界遺産です。私はこれからも9 条を

守ろうと言い続けたい」 

 

３．社会保障（削られる医療をはじめとした社会保障と、置き去りにされる「いのちの権利」） 

防衛費を増やすための財源として、いま、私たちの命を支える社会保障が大きく削られようとしています。 

自民党と日本維新の会の連立政権下で「４兆円の医療費削減」が掲げられ、すでに１１万床もの病床（病

院のベッド）を減らす計画が進んでいます。 

さらに、国民の１５人に1 人（約８２３万人）の命を支える「高額療養費制度」の改悪により、利用者の

約７割で窓口負担が増え、また「OTC 類似薬」の保険除外の仕組みの導入で、現役世代の負担は実質５割
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に跳ね上がります。これは病気や障害を抱え地域で生きる人々の受診抑制を招く深刻な事態となります。 

政府与党は「保険料負担が年間２２００円（月１８３円）軽くなる」と宣伝してきましたが、実際には「診

察や手術、在宅医療までも国の判断で保険外（全額自己負担）として別途負担を求めることは可能」となる

法文が組み込まれた健康保険法改正案を可決させました。これは誰もが安心して医療を受けられる「国民皆

保険制度」の根幹を破壊する大きな危機です。 

生活保護をめぐっては、基準引き下げに抗議して受給者たちが立ち上がった「いのちのとりで裁判」で、

２５年６月に最高裁で受給者側の勝訴が確定しました。それにもかかわらず、国はいまだ原告へ謝罪せず、

新たな理由を並べて本来支払うべき補償額（約４０００億円）を約半額（２０００億円）に値切ろうとして

います。 

国がこのように頑なな態度をとる背景には、かつて高市首相が語った「弱者のふりをして少しでも得をし

ようとする国民ばかりになったら日本は滅びる」といった、困窮者への冷淡な視線があるのではないでしょ

うか。行政が司法判断を軽視し、「無差別平等の原則」を踏みにじることは決して許されません。すべての

支給対象者（約３００万人）に正しい補償が行われるよう、声を上げ続ける必要があります。 

 

４．障害福祉（深刻な現場の危機と、財務省による予算削減の動き） 

障害福祉の現場は、いま、これまでにないほどの厳しい状況に直面しています。 

①深刻な人手不足と低水準の処遇 

最大の課題は深刻な職員不足です。障害福祉職員の賃金は他産業平均より月額７万８千円も低く、きょう

されんの調査では、８割以上の事業所が「職員不足」を訴えています。このままでは安全なケアを維持でき

ない綱渡りの状態です。 

さらに２６年６月の臨時改定では、就労継続支援Ｂ型など４つの種別の新規の開設事業所で基本報酬が

引き下げられ、既存事業所もルール変更により大幅な減収となる事業所もあり、経営はますます追い詰めら

れています。 

②財務省が進める「３つの高い壁」 

現場が悲鳴を上げている中、国（財務省）はさらなる障害福祉予算の縮小を画策しています。財務省は「こ

の１０年で費用が２倍に増えた」「他の制度に比べて本人の自己負担が低すぎる」ということを問題視し、

２７年４月の報酬改定に向けて、主に次の３つの壁（予算縮小）を画策しています。 

1. 障害児支援（放課後等デイサービスなど）の予算削減 「利用者が急に増えたから」という理由で、

国が出すお金を抑え込もうとしています。 

2. グループホームの参入抑制（新しいホームを作りにくくする） 職員の資格要件などを一挙に厳しく

することで、新しいホームの立ち上げにブレーキをかけようとしています。 

3. 報酬単価の引き下げ（事業所への支払いを減らす） ２７年 4 月の改定で、事業所に支払われる福

祉報酬を実質的に引き下げる計画を進めています。 

③「費用が2 倍」の本当の意味と、分断への抗議 

財務省は「費用が２倍になった」と数字だけを強調しますが、もともと日本の障害福祉予算は、欧米など

の福祉先進国に比べて驚くほど低い水準でした。予算が増えたのは、決して「ムダ遣い」が増えたからでは

なく、家族が身を粉にし、自宅で障害のある人を介護してきた状態から、ようやく「障害があっても地域の

中で自立して当たり前に暮らせる土台」が少しずつ整ってきた証拠です。ここを削れば、福祉の時計の針は、

以前の苦しい時代へと逆戻りしていく出発点になります。 

また、報道にある一部の悪質なＢ型事業者の問題は、行政の指導や監査（実施率はわずか１６％ほど）の

不備が原因です。一律の規制強化は、地域で地道に、誠実にがんばる小さな事業所やグループホームほど、

過重な事務負担を強い、経営難によって潰しかねません。 

国はいま、防衛予算の拡充のほかに少子化対策などの財源の穴埋めに、社会保障の予算の一部（障害福祉

も含め）を充てたい思惑があるようです。しかし、「こっちの福祉を助けるために、あっちの福祉を削る」

というような分断の手法は、断じて受け入れられません。 
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５．まとめ（手を取り合い、誰もが輝ける社会へ） 

医療、介護、障害福祉、保育、これらはすべて、私たちが生涯にわたり「人間らしく生きていく」ための

大切な公的サービスです。予算の数字合わせのためにこれらを減らせば、そのしわ寄せはすべて、支援を必

要とする当事者やそのご家族のささやかな日常へと返ってきます。 

 

私たちは、すべての仲間、家族、職員・関係者、そして地域の皆さんと力を合わせ、障害の有無にかかわ

らず、誰もが自分らしく輝いて暮らせる温かい地域社会の実現に向けて、今こそ「社会保障の公的責任」を

求める声を一緒に大きく上げていきましょう。 

 

 

≪２≫法人理念 

障害の種別を超えて どんなに障害が重くても ともに活動できる場をめざしてきました。 

障害があっても 安心して働き、暮らし続けられる 地域社会を創りあげるために 

ふくちやま福祉会は 障害のある方を真ん中において地域の皆さんとともに取り組んでいきます。 

 

『法人理念』に基づき、障害のある仲間の諸権利と豊かな生活を保障するために、また、福祉の発展を願う

人々や団体とともに取り組みを進め、福祉の向上を目指します。 

 

―大切な視点― 

「仲間一人ひとりの命や健康、尊厳を守り、個々が持つ願い、要求を重んじ、仲間本位の実践を行う」 

（職員本位、できない理由探しに陥らないように） 

「権利擁護の姿勢、支援技術の高い職員を育成、共育し、法人の各事業所のサービスの向上を図る」 

「主体的に、計画的に、協調性を大切にして仲間、職員、関係者の参加型での実践、経営を行う」 

「「地域にとけ込み、福祉の充実・発展に寄与する」を基本に据え、きょうされん、後援会、親の会、

地域の福祉の向上に取り組む諸団体等の取り組みに積極的に参加し、皆で学び、思いを共感・共有し、

地域を変えていく」 

 

 

≪３≫ 事業報告 

 

（法人全体の重点事項） 

法人第５次３ヶ年計画（２０２５．８～２０２８．３）の１年目として、２０２５年度事業計画に重点項目

挙げた取り組み内容を進めた結果、どこまでできたのかを下記の表にまとめました。 

 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むこ

ととして挙げた内容 

２０２５年度 結果はどうだったか 

（１） 

仲間（の願い・要

求、家族の思い）

の視点 

①ライフステージ委員会の活動の充

実 

（重度化、高齢化対応（ハード、

ソフトの両面、医療的対応、専

門職の活用、採用にむけて） 

 

 

 

 

 

①ライフステージ委員会において、リハビ

リ専門職による訪問指導を年度内に３回

実施しました。その指導内容（姿勢や介

助方法等）は「委員会だより」を通じて

各事業所へ発信され、知見の共有が図ら

れました。 

 たんぽぽの家の建物については、改修の

希望内容の整理をするところまでを行い

ました。 
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②しごとＰＴの活動の充実 

（仲間に合わせた仕事づくり、工

賃アップ、新商品開発、宣伝・

販売促進、事業所間連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ホームさそおをはじめ、各グルー

プホームの運営の安定と、短期入

所の受け入れの強化 

②しごとＰＴを中心に、仕事についての議

論が開始され、あまづキッチンでは、福

知山公立大学との共同開発（オリーブフ

リアン）、ふきのとう作業所では、下請作

業の生産量アップ、その他では柳町マル

シェ他市内の店舗との繋がりなど、日中

事業所における働き甲斐のある仕事内容

や環境づくり、工賃アップへの意識を高

めてきました。 

ぐるっぽ広小路の活用については、議論

を重ねてきましたが、イベント開催時の

みの活用に留まりました。 

 

③２５年４月に新設した「ホームさそお」

をはじめ、各ホームでは、安定した運営

を継続しつつ、感染症流行への対応や、

緊急ケースの受け入れ、新たな暮らしの

場への移行する新入居者への支援を日中

事業所と連携して行いました。 

２６年３月には、各ホームで地域連携推

進会議を実施し、入居者、家族、民生委

員、市の担当者に参画いただき、ホーム

の状況について説明し、交流を行いまし

た。。（頂戴した意見等はホームの運営に

反映させていきます。） 

（２） 

サービスの質の向

上（各事業所にお

ける業務プロセ

ス・支援のあり方）

における視点 

①仲間、家族の声を様々な機会（個

別面談、懇談会、アンケートな

ど）を使って集約し、法人の事業

運営に反映させます。 

 

 

 

 

 

 

②法人内実践研修会を開催します。 

→実践の振り返りと、所属事業

所以外の内容を知り視野を広

げる 

 

③外部助言者の活用し、助言内容を

実践現場に反映させます。 

①日々の面談等でお聞きした内容について

共有し、実践や運営に取り入れるなどを

してきました。アンケートによる体系的

な家族の声の集約は実施できませんでし

た。 

 ホームいさでは、入居者、家族、職員の

交流の機会を設定し、開催しました。 

 三段池エリアにおいては、保護者向けの

アンケート集約を行いました。 

 

②第2 回法人内実践研修会を開催し、５つ

の日中事業所から事例レポートを出し合

い、職種を超えた助言や振り返りを行い

ました。 

 

③ふくちやま作業所では、オンラインにて

事例検討会を実施し、課題のある１事例

について、外部講師（大学教授）から助

言をえる機会を設定しました。 

（３） 

経営管理の視点 

①法人理念を全職員に浸透させ、そ

の考え方のもとに実践、経営を行

①全職員会議などでの説明、各事業所では、

実践と理念とを結びつけた働きかけを行
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います。 

 

②奥野部エリアの修繕に向けた実施

内容とスケジュールの確定と資金

積立を行います。 

奥野部エリア（たんぽぽ→ふ

く作→ふきのとう） 

資金積立として７００万円。

今後３ヶ年で２０００万を目

標  

（※参考―２４年度末で２０

００万が積み立てられてい

る） 

 

③しごとＰＴの活動の充実のための

財源確保を行います。 

（※先進地視察、機器導入、学習） 

 

④ライフステージ委員会の活動の充

実のための財源確保を行います。 

（※先進地視察、介護・福祉の

展示会視察、機器導入、学

習） 

いました。 

 

②奥野部エリアの修繕に向けた意見集約ま

で行いましたが、スケジュールの確定まで

には至りませんでした。 

積立については、２５年度は１０００万を

積み立てることができました。 

 （２６．３月末の積立合計額は 

３０００万円となりました。） 

 

 

 

 

 

③人的な余裕がなく、通常の業務に追われ、

視察の実施や備品購入は行いませんでし

た。 

 

④２５年４月にバリアフリー展に行き、介護

機器、介護記録ソフト、災害関係備品など

について情報収集しました。しかし、ＩＣ

Ｔ導入に向けた動きには繋げることがで

きませんでした。 

 

その他 

業務改善委員会を新設し、「気づきシート」

による課題抽出や、全事業所での５Ｓ運動

（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）を推進

しました。 

 

ＢＣＰ策定委員会にて、災害時の避難確認

や感染症対応研修を行い、実態に即した行動

の確認を行いました。 

（４） 

職員の視点 

①職員の採用（２０代の新卒，３０代

の有資格者の中途）、支援体制維持

と継続（退職防止） 

 

 

 

 

②労働環境の改善を進めます。（福利

厚生、メンタルヘルス対策）と帰属

意識の醸成（エンゲージメント） 

 

 

③職員の行動指針、目指す職員像を

①２０，３０代の正規職員の有資格者が複数

退職となりました。 

 年度始めには、派遣なども使って支援体制

を何とか確立しましたが、年度途中におい

て退職と新規採用が交互に続く状況とな

りました。 

 

②臨時職員については、２５年１１月１日に

時間給改定を実施しました。 

帰属意識の醸成に向けた取り組みは実施

できませんでした。 

 

③全職員に配布して意見集約をし、「めざす
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確定させます。 

（※職員ほかへ周知し、意識して

職務にあたれるようにする。） 

 

④ＩＣＴの活用検討から導入までの

議論を進めます。 

  （※処遇改善加算の関係、法人各

事業所間における仲間への支

援の情報共有の迅速化、記録

の作成などの業務効率化） 

 

 

 

⑤人材育成（キャリアパスの構築）―

事業収入の１％が予算化でき

ると 

職員像と行動指針」の素案を作成し、理事

会に示すところまでとなりました。 

 

 

④ＩＣＴ導入に関しては、生産性向上補助金

の申請をして得た補助金を活用し、ホーム

あつなかの介護浴槽のリース代、打刻シス

テムの導入と勤務シフト作成ソフトの購

入、ホームまえだのエアコン購入などの費

用の一部に充てました。 

 介護記録ソフトの導入に向けての議論を

進めることはできませんでした。 

 

⑤新任職員の研修体系は整えましたが、１年

間の研修計画を見える形にすることやキ

ャリアパスの構築ができませんでした。 

 学びに係る経費については、１１１万円を

支出しました。 

 

その他 

権利擁護、虐待防止委員会を年４回開催

し、意思決定支援等の動画視聴とグループワ

ークを内容とした研修やセルフチェックを

実施しました。 

（５） 

地域の視点 

①障害のある方が地域の中で安心し

て暮らせるための地域づくり、障

害福祉制度の改善、法人への理解

促進をすすめるため、きょうされ

ん、後援会活動を関係者が一緒に

なって取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仲間の願い実現のため、行政に対

する要望活動に取り組みます。 

 

③様々なボランティア等の受け入れ

を強化し、サポーター（応援団）

を増やす取り組みを進めます。 

①きょうされん、後援会の活動について

は、仲間、親、職員、関係者それぞれに

ついて可能なところでの参加、取り組み

内容における協力をお願いし、取り組ん

でいただいているところです。 

署名や賛助会、後援会員など数字の部分で

評価すると横ばい～若干の減少で踏みと

どまっている状況です。やりきろうとする

力を身につけ、伸ばしていく必要がありま

す。 

奥野部、天津の各のエリアで秋イベント

を開催し、昨年より内容や規模、繋がり

を少し拡充することができました。 

 

②要望書は提出しましたが、文書回答や懇

談までには至りませんでした。 

 

③OneStep では、こころの健康推進員の 

方々に取り組みへの協力をしていただい 

た。 
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（各事業所における 重点項目） 

 

事業所名（ ふくちやま作業所 （旧共作班） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・仲間に合わせた仕事づくり、活動づく

りに取り組みます 

夏場は熱中症予防対策を（ネッククーラー

や飲料水を用意）行いながら作業を行っ

た。日帰り旅行は動きやすいグループ、ゆ

っくりのグループと2 回に分け行った。 

サービスの 

質の向上 

・定期的に事例検討会を行います 立命館大学教授の三木祐和氏を講師にオン

ラインでダウン症の仲間の事例検討会を行

った。（１１/１２） 

経営管理 ・それぞれの仲間のニーズをもとに環境

作りや支援に取り組み安定した通所に

つなげます 

新しいホーム入居の仲間については新しい

環境に慣れるようにホームや家族と情報を

共有し課題解決に努めた。途中入所の仲間

は2 年前に週１から始めた通所が週４とな

った。 

職員 ・外部から講師を招き勉強会をします 事例検討会で外部講師を招いた。 

外部研修として、強度行動障害支援者養成

研修の基礎・実践研修に参加した 

地域 ・イベント開催時に仲間の願いや様子を

知ってもらう機会をつくります 

秋まつりで仲間が願いを発表したり、太鼓

や歌のステージ発表をした。 

 

 

事業所名（ たんぽぽの家  ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・仲間一人ひとりに見合った、丁寧な支

援を取り組みます 

長期の休みの仲間には訪問を行ったり、一

人ひとりの体調をみながら活動に取り組み

ました 

サービスの

質の向上 

・職員会議をする中で、他のグループの

情報提供をし、施設全体で仲間の支援を

します 

班責会議や、朝の打合せ等で仲間の変わっ

た様子などを共有してきました 

経営管理 ・安定した通所につながるようにし、収

入増を目指します 

仲間の仕事の面については、収入にまでに

は繋がっていませんが、ふきのとうから分

けてもらい下請けの作業を、とりくむこと

ができました 

職員 ・職員の配置安定をはかり、仲間に丁寧

な支援を行います。また外部の研修に積

極的に参加します 

年度途中の職員の退職等で体制が厳しい

中、施設全体で仲間の支援を行いました。

また、６福祉会の職員研修などにも参加し

てきました 

地域 ・法人主催の行事に参加し、仲間の様子

等を知ってもらう場をつくります。 

・外部からの実習を積極的に受け入れを

します 

法人主催の秋まつりや、外部の運動会など

に参加することができました。 

また学生の実習も受け入れてきました 
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事業所名（ ふきのとう作業所 （リサイクル班） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・工賃アップや安定した工賃の確保のた

めに、下請け作業、パン販売、市から

の委託事業を引き続きとりくみます 

ふきのとう班は、下請け作業は前年度より

生産量がアップし、下請けの会社から出来

高に応じて報奨金をいただくことができ、

その報奨金を使い、ささやかですがお弁当

をとって食事会を行い、労をねぎらいまし

た。リサイクル事業も安定した作業ができ

るようにききょうの杜と連携しながら市役

所と合同会議を定期的に行ってきました。 

サービスの

質の向上 

・仲間の体調の変化や、給料保障、作業

内容など一人一人の仲間に合わせて丁

寧な対応をするとともにぐるっぽの活

用も検討します 

仲間の体調など仲間に合わせた作業工程に

することにより、仲間たちの作業スピード

がアップし、出来高増につながりました。

リサイクルも体調を崩さないように空調ベ

ストを着て作業を行ってもらいました 

経営管理 ・高齢の仲間が増えつつある中で、安定

した経営のため、新規利用者が増える

よう魅力ある事業所にとりくみます 

新規の利用者の獲得までは至りませんが、

見学者の受け入れは引き続き、行ってきま

した 

職員 ・法人内研修、外部研修などに積極的に

参加し、質的向上を目指します。 

法人内研修、きょうされん京都支部の精神

部会主催の北部研修に積極的に参加しまし

た。本の購入などを進めて質的向上に取り

組みました 

パン販売もあまづキッチンと調整会議を行

い、製造、販売状況など情報の共有を図り

ました 

地域 ・地域のイベントに参加したり、祭りを

通じて奥野部地域の方との交流を進め

ます 

資源回収、パン販売だけでなく、地域の行

事や、奥野部のまつりなど参加、実習生の

受け入れにより、地域の方との交流を深め

ました。 

 

 

事業所名（ 法人事務センター ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・実践現場からの情報を事務センター内

においても共有するべき内容はしっか

りと共有し、親切丁寧な支援、対応を

おこないます。 

月に一度の定例会議を大切にし、毎朝の打

ち合わせなどでも情報共有に努めました。 

サービスの

質の向上 

・行政や現場からの情報や要望に注視

し、事務センター内においても課題や

改善点を話し合い対応していきます。 

毎月の定例会議で課題の整理などを行って

きました。長く課題としていたグループホ

ームの職員出勤簿を手書きからシステムで

の管理へと移行することができ、現場職員

の負担軽減につながりました。 

経営管理 ・経営状況について、透明性をもって情 収入の状況や月々の収支については、理事
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報を開示・提供し、安定性・計画性の

ある経営となるよう管理職を含め理解

を進めます。月々の収入状況、収支に

ついて管理職会議に提示します。 

会への報告にとどまりました。 

管理職への提示や共有については具体化で

きなかったので継続課題です。 

職員 ・経理、労務、また実践に関する研修な

どに積極的に参加し、広く見識を深め

るよう取り組みます。情報共有を会

議、打合せの場でしっかりと共有しま

す。 

実践に関する研修などにも参加し、幅広く

研修に参加することができました。研修の

振り返りの共有については深くとりくむこ

とができませんでした。 

地域 ・法人における地域との窓口（電話対

応・来客対応等）として、親切丁寧な

対応を心掛け、地域からの信頼に応え

る一助となる役割をはたします。 

電話対応や来客など、迅速に対応するよう

心掛けました。 

 

 

事業所名（ 第２ふくちやま作業所 （フラネ班） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・安定した給料保障ができるよう、作業

にとりくみます。仕事や交流を通して

社会や地域とのかかわりをつくり、利

用者自身が豊かに成長できるよう支援

を行います。 

地域とのつながり、社会とのつながりを大

切にして、利用者が仕事にやりがいを感じ

られるよう支援を行いました。 

サービスの

質の向上 

・通院同行や、送迎など状況に応じて行

います。 

必要に応じて、通院同行や送迎対応など行

いました。 

経営管理 ・利用促進のため、利用者の通所につな

がる支援をとりくみます。また、欠席

時対応加算対応など取り組みます。 

長期欠席者に対しては家庭訪問を重ね、利

用につなげる支援を行いました。また欠席

時対応加算や、訪問支援加算対応にも取り

組みました。 

職員 ・法人内研修・外部研修に積極的に参加

します。 

研修への呼びかけ、研修に参加しやすい職

場体制を整えました。 

地域 ・地域とのつながりを大切に、あまづキ

ッチンとともに、地域イベントを開催

します。 

10/25 にあまづ地域において、「うれしい

たのしいわくわくマルシェ」を開催し、多

くの地域の方と交流することができまし

た。 

 

 

事業所名（ あまづキッチン（森カフェ） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・あまづキッチン・森カフェの集客を増

やし、売上を安定させ、工賃の保証を

していきます。 

〇１１年目を迎えるに当たり、昨年度か

ら行っている店舗の改良、メニューブ

ックの刷新、電子決済等の導入、店内

・今年度は集客を増やすため下記の内容に

取り組んだ。昨年度より売上が伸び（支

出減もある）工賃保障をすることができ

た。アイスの機械の故障で真夏の２カ月

弱ほど製造販売がストップしたので予算

まで到達しなかったが、森カフェを含め
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表示の工夫、道路から見えやすい位置

への看板設置、インスタグラムの強化

等、誰が見ても分かりやすく入りたく

なるお店づくりをめざします。 

〇お客様に買っていただける商品づくり

をします。（パッケージの工夫、生産農

家、多店舗とのコラボレーションの検

討など） 

〇各種イベントへの出店を通し、店を知

ってもらい店舗に足を運んでもらえる

ようにします。 

・仲間の自治については月2 回のメンバ

ー会議、レクレーション活動(とりく

み)の実施、年に一度森カフェと合同で

の旅行を実施します。 

たあまづ全体の事業で補えている。 

〇店内の不要物の撤去、整理整頓などに努

めた。メニューブックの刷新、店内ポス

ターの掲示などをし集客、購買意欲につ

ながる工夫をした。また道路からよく見

える位置に看板を設置し誰もが入りやす

いお店作りを目指した。電子決済も4 月

より導入している。インスタグラムにつ

いてはまだまだ工夫が必要だが、できる

だけ旬な情報をアップできるよう工夫で

きた。 

〇ラスクについては値上げと同時にパッケ

ージを刷新した。 

 公立大学の学生との「オリーブフリア 

ン」の取り組みをスタートさせている。 

 ベーカリーでは新商品を次々に販売し、

お客様に喜んでいただけている。福知山

の610ＢＡＳＥさんの苺を使ったフルー

ツサンドの売れ行きが好調となってい

る。 

〇年間で8 件ほどのイベントに参加し出店

をした。出店時の店舗の工夫が課題。 

・月2 回のメンバー会議の実施ができた。 

 森カフェと合同で「須磨シーワルド」へ

の日帰り旅行を取り組んだ。 

 とりくみではゲーム大会、群での食事

会、映画鑑賞などのレクレーションを取

り組んだ。 

サービスの

質の向上 

・ご家族の方、地域生活支援センター、

関係機関と連携し仲間のみなさんの悩

みや課題解決ができるようにします。 

・家庭状況が急変した利用者について支援

センター、関係機関と連携しスムーズに

グループホームへの移行に繋げることが

できた。 

経営管理 ・利用者人数を増やします。（中丹支援学

校への働きかけ、地域活動支援センタ

ー等との連携により） 

・安定通所ができるように支援します。

（本人、ご家族との連携、サポート） 

・中丹支援学校への働きかけ、積極的な実

習の受け入れを実施した。支援センター

ふきのとうからの紹介で２名の仲間が新

規で利用となった。障害者雇用で一般企

業に就職をした方が２名、別事業所に入

所となった方が1 名あり、結果的に1 名

減となる。 

・本人やご家族に情報共有をし連携をと

り、安定通所につながるように支援し

た。 

職員 ・グループ間の連携が取れるように、班

責会議を定例化します。 

・昨年度に引き続き、職員全員が参加し

やすい日程で職員会議を定例化しま

・月に1 度の班責会議の定例化ができた。 

・年間で班会議、職員会議の日程を組み、

月に一度の職員会議の定例化を実施する

ことができた。 
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す。 

・６福祉会、きょうされんが開催する職

員研修をできるだけ多くの職員が受講

できるようにします。（シフト調整等） 

・６福祉会北部研修に多くの職員が参加し

実践についての学習をすることができ

た。きょうされん京都支部総会、全国大

会にも2 名の職員が参加した。 

地域 ・引き続き朝市の開催を行い、地域の生

産農家さんとのつながりを大切にしま

す。 

・１１年目のオープン記念にミニイベン

トを開催します。 

・第２ふくちやま作業所と合同でマルシ

ェを開催します。 

・あまづキッチンの駐車場内に北ルート

循環バスのバス停が設置されることに

より、地域住民の方の交通アクセスに

貢献します。 

・農家さんの高齢化により少しずつ縮小し

ている。平均4～5 軒程の農家さんが野

菜を持ち込まれ、土曜朝市を開催してい

る。 

・11 年目のオープン記念ではウッドデッキ 

でのミニマルシェも開催し大勢のお客様 

で賑わった。 

・10 月の第4 土曜日にあまづマルシェと

後援会バザーを同時開催した。外部から

の出店者を呼び多くの来場者で賑わうお

祭りとなった。 

・駐車場までの公共バスの乗り入れで安全

に通所できるようになった。課題として

は席数が足りない、雪の日のバスの乗り

入れが難しい点が挙げられる。 

 

 

事業所名（ きらきら すまいる コーンクラブ三段池 ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・子どもに寄り添いながら、活動内容を

充実させていきます。 

・各事業とも子どもの実態を会議で確認し

ながら活動内容を精査し充実させて行けた

と思います。 

サービスの

質の向上 

・事例検討を行い、分析し支援を充実さ

せていきます。 

・6 福祉会にレポートを出し、様々な視

点からの意見を聞き、支援を進めてい

きます。 

・事例検討会を開催し職員全員で分析し支

援の在り方を共通認識していけた。 

・すまいるのケースを6 福祉会にレポート

を出し様々な視点からの助言を頂き日々の

支援に取り入れていきました。 

経営管理 ・加算が取れる支援を検討していきま

す。 

・加算制度の把握に努めました。加算取得

まではできていません。 

職員 ・内外部の研修等、参加を進めます。 

・情報の共有を徹底します。 

・年間3 回から5 回の内部研修を各事業と

も行いました。 

・情報の共有を意識し全体に伝わるように

ライン等のツールで個人情報に関わらない

ことは再度情報を提供するようにしまし

た。 

地域 ・発達講座を開催できるよう取り組みま

す。 

・専門職を目指す学生等、実習受け入れ

に協力します。 

・発達講座の枠組み等検討できませんでし

た。 

・湊川短期大学生や看護学生を受け入れ乳

幼児、児童分野で大切にしていることを伝

え実習して頂きました。 
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事業所名（ ポップコーン ガイドヘルプふくちやま コーンクラブ昭和町 ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・余暇、文化的活動の意義を考え、利用

者が主体的に活動できるように、活動

内容を検討していきます。 

・利用者本人の要求の出しづらさもあるた

め、ご家族と相談していただく以外にも

各事業所との連携、直接本人と話す時間

をとることで、主体的に活動できた。ま

た、中高生については、一人ひとりの放

課後の時間を充実させることや、社会で

の経験を広げていくことを目的として取

り組みました。本人の要求に応えた上

で、今何が必要か、どんな姿になってい

ってほしいかという視点で考え、家族と

連携しながら活動を進めました。 

サービスの

質の向上 

・事業所内研修（年3 回）の継続、外部

研修にも積極的に参加を呼びかけ、ス

キルアップやサービスの質の向上を目

指します。 

・利用者、家族と話し合い、普段の様子

など注意深く確認し、ニーズや必要性

にあった計画になるよう定期的にモニ

タリングを行います。 

・法人内職員研修含め、支援確認会議（全

ヘルパー）、M.S さんケース検討など、ヘ

ルパー研修を行いました。また、外部の

研修にもヘルパー含め、積極的に参加

し、意識向上にもつながっています。 

・利用者、家族と話し合い、普段の様子な

ど注意深く確認し、ニーズや必要性にあ

った計画になるよう定期的にモニタリン

グを行いました。 

経営管理 ・新規利用者が増えるよう努めます。 

・加算取得に対応するため、介護福祉士

の有資格ヘルパーの確保に努めます。 

・中高生の利用減になっています。要因と

して、豊かな放課後を過ごすというとこ

ろから、運動や認知、コミュニケーショ

ンなど多様な面で児童の発達を促す療育

を求められる親御さんが増えたこともあ

るのかなと思います。（放課後等デイサー

ビス利用） 

 精神障害者の方の居宅介護の利用者が増

えています。 

・ヘルパー確保ができていないため、介護

福祉士の有資格ヘルパーも確保できてい

ません。 

職員 ・ヘルパー不足により、利用者の希望に

応えることが難しくなっています。ヘ

ルパー確保を最優先事項として取り組

みます。 

・ヘルパーの確保はできていません。 

 土曜日の利用希望者が増えています。土

曜日に入っていただけるヘルパーの確保

が必要です。 

地域 ・利用者と地域のイベントやコミュニテ

ィ活動にも積極的に参加することで、

利用者とその家族、地域社会とのつな

がりを深めます。 

・地域のイベントやコミュニティ活動に、

一緒に参加することで、安心して利用者

さんの社会的つながりを広げることがで

きました。 
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事業所名（ ホームいさ （ホームいさ ホームいさＳＳ ホームまえだ） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・新しい入居者の人間性や障害特性の把

握をし、新たな生活環境に順応してい

けるように支援を行っていきます。 

・加齢などによる心身の状況変化にも着

目し、安心した生活を続けていけるよ

う日中事業所とも連携しながら支援に

あたります。 

・ホームまえだにおいては新たな入居者を

迎え、新たなメンバーでの生活が始まりま

した。それぞれの状況や思いに配慮をしな

がら、新しい環境での生活を送られていま

す。 

・ホームいさにおいては緊急入院された方

や新型コロナ陽性者の対応など、日中事業

所と連携して支援にあたりました。 

サービスの

質の向上 

・支援手順書による支援の方向性の統一

を図り、よりよい支援が行えるよう職

員間の情報共有や支援内容の見直しを

行います。 

・支援手順書の導入により、日常の支援の

確認や見直しを行い、状況変化に対応でき

るように取り組んでいます。 

経営管理 ・加算の取得やいさSS 利用促進など、

支援の質の向上や利用ニーズに応えて

いくことを目的としたうえで、収益の

確保を目指していきます。 

・加算の取得や新たなSS 利用者の利用促

進など収益の確保と事業所機能充実を図る

ことができました。 

職員 ・日常的な情報共有を大切にし、月1 回

の職員会議での課題の確認や検討を行

います。 

・LINE を活用した情報発信により、日々の

情報共有や情報交換を行っています。 

・いさにおいては整理整頓など職場環境の

改善にも一定取り組むころができました。 

地域 ・ひめがみの自治会配布など地域内での

啓発活動に取り組んでいきます。 

・ひめがみの配布による自治会内の啓発活

動に取り組みました。 

・3/29 地域連携推進会議を開催し、地域

の民生委員さんや市職員の方にも運営を知

っていただく機会になりました。 

 

 

事業所名（ ホームあつなか （ ホームあつなか ホームさそお ホームさそおＳＳ） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・ホームさそおの利用者が安心して生活

を送れる場をつくります。 

４月ホームさそお開設。開設当初は職員も

不安がありました。感染症等（コロナ、イ

ンフル）はありましたが比較的早い段階か

ら利用者の方も落ち着いて生活を過ごすこ

とが出来ました。 

ご家族の高齢化は進んでおり、ホームあつ

なかで５名、ホームさそおで４名の利用者

の方が週末帰宅されずホームで生活をされ

ています。 

サービスの

質の向上 

・多くの職員が研修に参加し知識をひろ

げます。 

今年度はホームさそおの開設もあり法人内

の新任職員研修に３名参出来ただけで、外

向きの研修には参加出来ませんでした。 

経営管理 ・短期入所を多くの方に利用していただ ５月末よりホームさそお短期入所を開始し
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けるよう努力します。 ました。 

ホームあつなかで利用されていた方が多数

ではありますが、緊急を要する長期利用の

方や他法人からの新たな利用もあり、短期

入所の必要性を実感しました。 

職員 ・ホーム職員間の連携、日中との連携を

しっかり図ります。 

職員間で各入居者の支援方法や様々な課題

について情報を共有し、職員会議で話し合

う事で統一した支援ができるよう改善に努

めました。 

地域 ・可能であるのなら地域の行事（さそ

お）に参加し交流を進めます。 

地域の行事（さそお）に参加し交流は出来

ませんでした。 

２０２５年3 月21 日地域連携推進会議を

開催。ご参加いただいた民生児童委員様よ

り地域の秋まつり（さそお）に参加できる

ような声をかけていただけました。 

 

 

事業所名（ ホームにしなかの（ホームにしなかの ホームにしなかのＳＳ） ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・にしなかの→あつなかへ転居する仲間

に替わる入居予定者の受け入れ準備を

進めます。 

・入居者の生活面、健康面、金銭管理面

など必要な助言、支援、家族等との調

整を行います。 

・２５年３月末で１名をホームあつなかへ

送り出し、４月中旬より新規の入居者の

入居が開始しました。利用日数を徐々に

増やしながらスムーズな入居へと繋げま

した。 

・生活面での相談事などを確認し、必要と

なる支援を行いました。 

サービスの

質の向上 

・月１回、ホーム内における取組、また

は、ホーム外の地域イベントへの参加

をし、余暇の充実を図ります。 

・通所される日中事業所との連携を図

り、グループホーム以外の生活の様子

についても意識して支援を行います。 

・入居者が個人的に参加されることはあり

ましたが、ホームとして地域イベントへ

参加する体制は整えられませんでした。 

・必要に応じて、日中事業所やご家族等と

連携して対応してきました。 

経営管理 ・この間利用中の方、法人内の第２ふく

作，ふき作の仲間、在宅の精神障害の

ある方、緊急時のケースの受け入れ対

応などにより、短期入所の稼働率を４

割→６割に引き上げます。 

・月によって４割～９割の稼働率となり、

年間では６割の稼働率までは持ってくる

ことができました。 

 しかし、新規の利用者を増やすことがで

きなかった。 

職員 ・強度行動障害支援者養成研修（基礎）

の受講を進めます。 

・６福祉会の研修への参加を進めます。 

・きょうされんＴＯＭＯの読み合わせを

します。 

・強度行動障害支援者養成研修の研修受講  

 の予定を組むことができませんでした。 

・６福祉会の生活支援スタッフ研修や職員

研修会に参加してもらうことができまし

た。 

・ＴＯＭＯの読み合わせは数回に留まりま

した。 

地域 ・地域連携推進会議の開催準備～会議を ・２６年３月に会議を実施し、入居者、家
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開催し、事業所説明、顔合わせなどを

し、外部の方の見学、意見集約や交流

を進めます。 

・地域の避難訓練に参加します。 

族、民生委員、市の担当者と顔を合わせ

て、ホームの状況は、入居者からの声を

聴く機会となりました。 

・内部のみでの避難訓練の実施となりまし

た。 

 

 

事業所名（ 支援センターふきのとう ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・ライフステージ委員会やしごとＰＴの

取り組みに、支援センターが対応して

いる在宅生活で今後利用対象者となる

ケース、地域が求めているニーズなど

の情報等を伝え、内容に反映できるよ

うにします。 

メンバーとして参加している専門部へは会

議の中で情報や意見を伝えることができま

した。更に支援センター内で意見を集約

し、各専門部へ投げかけていく必要がある

と感じています。 

サービスの

質の向上 

・個々の相談ケースの願いや生活状況の

変化に対応して、支援の方向性を定

め、適切な福祉サービス等に繋げると

ともに、法人内の各事業所、関係機

関、多職種連携を意識して相談支援に

取り組みます。 

重層的なケースが増える中、事業所との密な

やりとりや、ケース会議を開催・参加し、多

岐にわたる関係機関と連携を図ってきまし

た。 

 

経営管理 ・公平性は担保しつつ、法人の各事業所

における支援を受けることが本人のニ

ーズに合う場合には、利用の促しを行

い、利用者増につなげていきます。 

特に、短期入所や居宅介護、移動支援のニ

ーズが多く、法人事業所の利用につながっ

たケースがあります。 

また、他の相談支援事業所の閉所に伴い、

計画相談のケースを引き継いだことで利用

者増となりました。 

職員 ・外部の各種研修に積極的に参加すると

ともに、事業所内での伝達研修を行い

ます。 

・事業運営に必須となっている研修や、

実習生受入に必要となる指導者研修の

受講を進めます。 

各研修に積極的に参加し、相談員としてのス

キルアップにつなげました。 

相談員が１名、強度行動障害支援者養成研

修を受講しました。 

指導者研修の受講は、今年度受けることが

できませんでした。 

地域 ・精神保健福祉士の資格取得予定者、看

護学校の学生など、将来の専門職に繋

がる人材を育成するための実習受け入

れに協力します。 

・地域の精神家族会の活動を支援しま

す。 

実習生を受け入れ（看護学生、精神保健福祉

士）、実習指導の中で自分たちの支援を振り

返ることができました。 

精神家族会（あおば会）毎月の例会に参加す

るなど活動をサポートしました。 

 

 

 

事業所名（ 地域活動支援センターOneStep  ） 

視点 ２０２５年度 重点的に取り組むことと

して挙げた内容（１つずつ） 

２０２５年度 結果はどうだったか 

仲間 ・在宅の精神障害のある方を中心にした 参加出来た方に対しては、やりたい事、作
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取り組み内容を、利用者が主体的に考

えてもらえるようにしていきます。 

りたい物を一緒に考えることを大切にして

取り組みを進めることができました。 

サービスの

質の向上 

・利用される方が増えるよう、関係機関

や対象者への働きかけなどをしていき

ます。 

紹介していただいた関係機関とも連携し、

当事者への無理のない働きかけをしてきま

した。 

経営管理 ・OneStep 利用者で 本人のニーズに

合う場合には、法人のＢ型事業所の利

用の促しを行い、利用者増につなげて

いきます。 

本人ニーズとのマッチングの関係で、法人

内のＢ型事業所への送り出しは、できませ

んでしたが、市内のＢ型事業所などへの繋

げを行い、通所後のフォローなどをしてき

ました。 

 

職員 ・外部の各種研修に積極的に参加すると

ともに、事業所内での伝達研修を行い

ます。 

６福祉会の職員研修会などに参加をしまし

た。 

また、参考となる資料を回覧し、一読しま

した。 

地域 ・京都府こころの健康推進員の方々と連

携し、活動の場を提供します。 

推進員の交流会の場への参加をし、交流す

るとともに、行事参加を呼びかけて取り組

み手伝ってもらうことができました。 

 

 


